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議会へ の報告 について

平成 20年 4月 1日 に改 正 され た地 方 教 育行 政 の組 織 及 び 運 営 に 関す る
律 第 27条 にお い て 、教 育 に 関す る事 務 の管 理及 び執 行 状 況 につ い て点
及 び評価 を行 い 、 そ の結 果 につ い て議 会 に提 出す る と ともに、広 く公 表
る こ と と され ま した。 南風 原 町教 育委 員 会 で は 同法 に規 定 す る教 育事務
点検 評 価 を実施 す るに あた り、教 育 に 関 して学識 経 験 を有 す る者 で構成
る南風原 町教育事務点検評価審議会 を設置 しま した。
南風原町教育委員会部課長会議 においては、第四次南風原 町総合
策 に属す る事務事業 を各所管課 (3課 )か ら4事 業を 1課及び 3
課抽 出 して 10事業についての点検評価の内部評価 を行いま した
平成 26年 2月 4日 、南 風 原 町 教 育 事 務 点 検 評 価 審 議 会 会 長
教育に関す る事務の管理及び執行 の状況の点検及び評価 について
24年 度 事 業 )」 の諮 問 を行 い ま した。
そ して審 議 会 の審議 を経 て 、平 成 26年 3月 17日 に
点検 評 価 審 議 会 会 長 よ り答 申を受 けま した。 諮 問事 項
価 だ けで な く、 それ ぞれ の委 員 の立場 か らの提 言 もい

今 回 の評 価 に あた って の ご提 言 につ きま して は、本 町
活 か して い く所 存 で あ ります 。
本 町教 育 に 関す る事 務 の管 理 及 び執 行 の状 況 の点検 ・ 評 価 につ きま して
問及 び答 申の 内容 を と りま とめて 、報 告 書 と して議 会 に晃 出す る もので
ります。

平成 26年 3月 25日

南 風 原
委 員 長

地方教 育行政 の組織 及び運 営 に関す る法律

第 27条   教 育委員会 は、毎年 、そ の権 限に属す る事務 (前 条第 1頂 の規定 に
よ り教 育長 に委任 され た事務 そ の他 教 育長 の権 限 に属す る事務 (同 条第 3頂 の規
定 に よ り事務 局職 員 等 に委任 され た事務 を含 む。)を 含 む。)の 管理 及 び執行 の状
況 につ いて点検及 び評価 を行 い、そ の結果 に関す る報告書 を作成 し、 これ を議会
に提 出す る とともに、公表 しな けれ ばな らない。
2 教 育委 員 会 は、前項 の点検及 び評価 を行 うに当た って は、教 育 に関 し学識経
験 を有す る者 の知見 の活 用 を図 る もの とす る。
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1.南風原町教育事務点検評価審議会の会議 の経過

第 南風原町教育事務点検評価審議会悧
日場
纂
瑚

期
日場
纂
湖

時

所
出

出

日 程

日 程

出席 者
出席 :

程 :1
2

僻　　　　　卿
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５
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‥
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‥
‥
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‥

成 26年 2月 4日 (火 )午 前 10時 ～午 後 12時
階  委 員 会 室 2
:委 員 3人 中 3人

第 南風 原 町教 育 事 務 点検 評 価 審 議 会
時 :平成 26年 2月 12日 (水 )午 前 9時～ 午後 12時
所 :5階  委 員 会 室 2

日
‥委員獅時抑
・各事

3人 中 3人
長 、 教 育 総 務 口果長 、 学 校 教 育課 長 、 生 涯 学 習 文 化 課 長 、
事 、各 主 管 課 班 長
回審 議 会 の質 疑 事 項 の説 明
業 (10事 業 )の ヒア リン グ (各 所 管課 )

原 町教 育 事 務 点検 評 価 審議 会
成 26年 2月 19日 (水 )午 前 9時～ 午後 11時
階 委 員 会 室 2
:委 員 3人 中 3人
教 育 部 長 、 教 育 総 務 課 長 、 学 校 教 育課 長 、生 涯 学 習 文 化 課 長 、
指 導 主事 、各 主 管課 班 長
.第 1回 、第 2回 で の審 議 会 の質 疑 事 項 の説 明
。各 事 業 (10事 業 )の ヒア リン グ (各 所 管課 )

.事 務 点 検 評 価 につ い て
(各 委 員 か らの各 事 業 の点検 評 価 の確認 、 ま とめ等 )

第 3回
日  日寺

場  所
委 員 出
説 明 出
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第 4回 南風原町教育事務点検評価審議会
時 :平成 26年 2月 28日 (金 )午 後 1時 ～午後 5時

室
中
長
評

会
人
課
検

員
３
務
点

員
明

日
場
委
説
日

所 :5階  委
出席 者 :委員
出席 :教 育 総
程 :1.事 務

2
3 人

価 につ い て
(各 委 員 か らの各 事 業 の点検 評 価 の確認 、ま とめ等 )

答 申書提 出
日 時 :平 成 26年 3月 17日 (月 )午 前 11時 15分
場 所 :4階  教育長室
教育委員会出席 :教育長 、教育部長 、教育総務課長、教育総務課庶務班長
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2.点検評価について

(1)点検評価対象年度
平成 24年度

(2)点検評価の内容

答申書のとお り

(3)′点検評価の方法
点検評価内容については、第四次南風原町総合計画の教育の施策に属する

事務事業の中で、各所管課 (3課)中、 1課か ら4事業、 2課か ら3事業を
抽出しての 10事務事業 となっています。 これ らの事務事業を点検評価する
にあた り、事業ごとの点検評価シー トを作成 し、妥当性・効率性等の複眼的
視点による評価を試みま した。
さらに、教育委員会による内部評価に加 え、点検評価審議会による外部評価
を加 えることで、評価の客観性を確保 しました。なお、評価における価値基
準及び総合評価基準については、次の とお りです。

①評価基準
評価については、妥当性・効率性 。有効性 。今後の展開の4つ

の視点から次表のとおり点数を付しています。

点数 妥 当性 効率性 有効性 今後の展開

4
教育委員会が関
与する妥当性が

非常に高い

投入 コス トに

比べ活動量が

非常に高い

成果が非常
に高い

事業規模の拡大
が望まれる

3
教育委員会が関
与する妥当性が

高い

投入 コス トに

比べ活動量が

高い

成果が高い 事業規模の維持
が望まれ る

2
教育委員会が関
与する妥当性が

低い

投入コス トに
比べ活動量が

低い

成果が低い 事業規模の縮小
が望まれ る

1

教育委員会が関
与する妥当性が
非常に低い

投入 コス トに

比べ活動量が

非常に低い

成果が非常
に低い

廃止または休止

が望まれる

②総合評価基準
総合評価については、妥当性、効率性、有効性、今後の展開の合計点数

により次表のとおり評価が下されます。

評価 妥 当性 ・効 率性 。有効性 。今後 の展 開の合計 点数 の範 囲

A 14点 16点

B 11点 13点

C 8点 10点

D 4点 7点
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諮 問 文

南教総第  960 号

平成 26年  2月  4日

南風原町

教育事務点検評価審議会 会長 様

南風原町教育委員会

委員長  赤嶺 幸信

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について (諮問)

教育に関する事務の管理及び執行の状況のJ点検及び評価について、南風原町

教育事務ッ点検評価審議会設置条例第 2条の規定により諮問します。

諮問事項

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について

諮問理由

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27条に基づき、教育委員会

の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価を実施し、議会に

提出するとともに、町民に公表するため。
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１

２

３

４

平成 25年度 (平成 24年度実施事業)

教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価姑象事業

【教育部 教育総務課】

教育委員会運営事業 (定例教育委員会)

各種スポーン教室

学校体育施設開放事業

学校給食実施事業

【教育部 学校教育課】

1.小学校 (学校管理費・教育振興費)

2.教育相談事業

3.預かり保育事業

【教育部 生涯学習文化課】

公民館講座事業

社会教育研修会事業

陸軍病院壕公開活用事業

１

２

３
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」価評び及検点の況状の行執び及理管の務事るす関ユアト

育教

平成 26年 3月 17日

南風原町教育事務点検評価審議会
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はじめに

南風原町教育委員会は、平成 20年 4月 1日 から施行 された地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第 27条の改正により、教育に関し学識経験を有す

る者の知見を活用するための付属機関として、南風原町教育事務点検評価審議

会を設置 した。 この度の事務事業点検評価は、平成 26年 2月 4日 に南風原町

教育委員会委員長か ら「教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価

について」の諮問を受けて実施 したものである。

点検及び評価を実施するにあたって、諮問された事務事業に関する資料提供

を受け、事務担当課から事業の概要や状況についてそれぞれ詳 しく聴取 した。

また、学校や文化センター、公民館等への視察も実施 した。

点検評価の結果は、次のとお りである。

事務事業について

40余の主事業の中から、 10の 事業について、関係する課か らそれぞれ資

料提供 と状況などの説明を受け、慎重に審議を行つた。各課の事業 とも南風原

町の教育、健康増進、文化を高める事業 として、努力の跡 も窺え、おおむね評

価できるものであった。今後 とも、南風原町の教育事業がより発展するよう、

きめ細やかな取 り組みを期待 したい。

南風原町教育事務ザ点検評価審議会

会 長 梶 村 光 郎

副会長 浦 崎 節 子

委 員 山 中 久 司

7



1.教育委員会制度について

(1)教育委員会 の概 要

教育委員会は 5名 の委員 をもつて組織す る合議制の執行機関です。委員は町議会の

同意を得て、町長が任命 します。任期は 4年で、教育行政の安定を図るため町立小学
校の校 区毎に選任 され、毎年 1人ずつ改任 (又 は再任)さ れます。

委員長は、委員の中か ら互選 され、会議を主宰 し教育委員会を代表 します。
また、教育長は委員の中か ら選任 され、教育委員会の指揮監督の下に教育委員会の

権限に属するすべての事務 をつか さどり、事務局の事務を統括 し所属職員 を指揮監督
します。

成 24年度 )

(2)教育委員会 の会議

平成 24年度は、定例会 12回 、臨時会 0回の会議を開催 し、36件の議案 を審議 し
ま した。そ して教育長諸般の報告が 12回、報告 H件、その他の案件 6件については
議案に準ず る木安件 として議論 したほか、議題 を設定 して委員同士のフ リー トークを行
いま した。

定例教育委員会へは、事務局の部長、課長、指導主事が出席 し、議木安 と報告案件の説
明、質疑に対する回答があ りま した。

また、町長 と教育委員 との意見交換は、当初予算の予算編成 ヒア リング前に 1回実
施 してお り、教育委員会の重′点施策及び主要事業について意思の疎通を図 りました。

平成 24年度より民生委員 。児童委員 と教育委員会 との連絡会が実施 され、各々の

役割や意見交換等を行い相互理解に努めました。 (H24.10.10実施 )

(3)教育委員会会議 以外 の活動状況

教育委員が、職務上出席 した研修会・行事等は、以下の とお りです。
・町議会 (本会議)傍聴  1回
・沖縄県市町村教育委員会連合会  2回
。島尻市町村教育委員会連合会  1回
・沖縄県市町村教育委員 。教育長研修会 2回
・島尻市町村教育委員研修会  1回
。幼稚園 。学校訪問 (学力向上実践発表会など含む) 7回
・幼稚園・学校行事  10回
・教育講演会  1回
。その他の行事等  8回

8

役 職 氏    名 任 期 校    区

委員長 赤 嶺 幸 信 自 :平成 21年 4月 1日
至 :平成 25年 3月 31日

南風原小学校

委員長職務代理 仲村渠 苗 子 自 :平成 24年 4月 1日
至 :平成 28年 3月 31日

津嘉山小学校

委  員 島 袋 健 次 自 :平成 22年 6月 1日
至 :平成 26年 5月 31日

北丘小学校

委 員 長 元 朝 顆 自 :平成 23年 4月  1日
至 :平成 27年 3月 31日

翔南小学校

委員 (教育長 ) 赤 嶺 正 之 自 :平成 23年 4月 1日
至 :平成 25年 3月 31日



局の組織及び現員配置状況   (平成 24年 4月 1日 現在)

(5)教育財政
平成 24年度の南風原町の一般会計歳出決算は、 11, 956, 389千 円で、

前年度の決算と比べて877, 011千 円 (7.91%)の 増となっています。
そのうち教育予算は、 1, 353, 870千 円で前年度決算と比べると134,

361千円 (11.02%)の 増で、一般会計に占める比率は、11.3%と なっ
ています。

なお木町の一般会計歳出決算の構成、教育費の年度別決算額推移は、次のとおり
となっています。
平成 24年度南風原町一般会計決算の構成

南風原町一般会計 (歳出)11′956,389千円

4 △

消防費

478,966

4.0%

土木費

生,741,767

商工費
14.6%

139,680

12% 農林水産業費

194,129

1.6%

災害復旧費

0
公債費′
965,851,

81%

議会費

122,821

1.0%

総務費

51,649

11.3%教育費

生,353′ 870
11.3%

民 生 費

′859,529

40,6%

労働費

20,459

0.2%

衛生費

727,668

61%

9

組 織 人員 (人 ) 備    考

部長 1

教育総務課

計 19人

課長

庶務班

保健体育班

学校給食班

１

２

２

1 4
(1名 育児休業中)

(1名 民生部へ異動)

学校教育課
計 6人

課長

指導主事

学校教育班

１

１

４

生涯学習文化課

計 10人

課長

生涯学習班

図書館司書

文化班

学芸班

１

４

１

２

２

文化センター館 長及 び

町立図書館館長を兼務

(町立図書館 )

教 育 部

計 58人

教育機関

計 22人

町立中央公民館
〃

町立図書館
文化センター

幼稚園 (4園 )

小学校 (4校 )

中学校 (2校 )

１

１

２

１

４

２

11

館長 (嘱託 )

社会教育指導員 (嘱託)

図書館司書 (嘱託 )

町史編集員 (嘱託 )

教頭 。教諭

図書館司書

図書館司書



項 目 務課 学 ( 生涯学習文化課 合計

12,573,710 31,117,000 10,402.370

国庫補助金 3,488,000 4391500 3,927,500

県支出金 151730,241 1,667.500 17,397,741

寄付金 1,150,000

給食費 179,477.887 179,477,887

雑入

合  計 195,789,481 72,888,366 13,506,508 282,184,355

33,070.125

平成 24 財源据町一

※合計=上記項 目の全ての合計   その他計=負担金十使用料十寄付金十給食費+
※沖縄振興公共投資交付金、沖縄振興特別推進交付金を除く

24 の

の 20 24

町

生,600′ 000,000

1,400,000,000

1,200,000,000

1,000,000′000

800,000,000

600′ 000,000

400,000,000

200′ 000′ 000

0

教育費年度別決算額推移 (平成 20年度～平成 24年度 )

区分 決算額 上ヒヨI
一般財源 1,071,685,303 79.16%

国庫支出金 3,927,500 0.29%

県支出金 17i3971741 1.29%

地方債 22,300,000 1.65%

その他 238,559,114 17.62%

合計 11353i8691658 100.00%

款 項 H20 H21 H22 H23 H24
教育総務 147,643,128 145,738,025 151,055,584 167,488,895 183,096.256

小学校 156,422,473 178,366.305 294,080,643 201,210,823 269,689,117

中学校 91,903,184 104,637,966 1557173,738 169,342,189 154,534,578

幼稚園 114,671,318 126,901,751 121,129,345 112,190,724 149,529,046

社会教育 143,865,040 164,080,782 168,981,094 199,612,735 227,825,490

教育費

保健体育 360,531,432 405,965,337 394,568,427 369,663,681 369,195,171

合  計 1,015,036,575 1,125,690.166 1.284,988.831 1,219,509,047 1,353,8697658

H20 H2ヽ
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2事 務 事 業 について

(1)評価結果

教育委員会が行つた内部評価及び南風原町教育事務点検評価委員会が行つた外部評価の結果は次のとおりである。

第四次南風原町総合計画

(大分類〉

○家庭と地域が一つになり、安らぎと豊かな人間関係を育む、家庭教育

○地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

○個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を育む、地域に根ざした学校教育

評価詳細

事 業 名
(担 当課 )

事業概要

評
価

区
分

妥
当
性

効
率
性

有
効
性

今
後

の
展
開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 4 A

毎月の定例会のほか .人事案件などの臨時会を開催した。定例会で
は、その時々の案件に対して積極的に意見交換及び審議し、成果を得
ている。更に、定例会終了後は、教育に関することを議題とした意見交
換会を積極的に行つている。又、各学校への入学式・卒業式等の行事も
ほとんど参加している。特に平成24年度からは翔南小学校の「伝統文
化週間」が実施され、「道ずね―」をはじめ行事に積極的に参加した。ま
た、平成22年度からは、学校公開日を設けて授業参観を行い、後日学
校訪間を行うなど校長等との意見交換や児童・生徒の激励に努めた。

教育総務課

教育委員会
運営事業 (定

例教育委員
会 )

外
部
評
価

4 4 4 4 A

教育委員会の運営事業は、l地方教育行政の組織及び運営に関する
法律」などに基づく、決してゆるがせにできないものであり、町の教育行
政における継続性や安全性の確保、地域住民の意向の反映などに配
慮して展開しなければならないものである。
平成24年度における本町の教育委員会においてはその趣旨を汲み、
定例の委員会における審議以外にも多様な活動を展開している。その
ことは、教育委員が、会議以外に研修会へ参加したり、幼稚回・学校を
訪問 (学力向上発表会や行事への参加)したりしている事例からも窺え
る。このような活動をとおして、町内の教育の実態や町民の教育への意
向などを把握し、学校教育を含む町内の教育事業の推進に努めている
ことは評価できる。
また、本町の教育委員会の施策の一つとして「かすりつ子プランⅢ」に基
づく学力向上の推進があるが、「Ⅱ 南風原町学力向上推進のめざす
子ども像」のなかに「○郷土文化を継承する子ども」像が掲げられている
ことが注目される。このことは、「南風原町の子どもは南風原の子どもら
しく育てよう」という教育意図のもとで学力の向上を推進しているのでは
ないかと解されるものであり、形式的な学力向上を追究しているのでは
ないという意味で見識を示しているように思われる。そして具体的に、学
習支援員を増加させたり、他府県の学校への学力視察事業を推進した
り、翔南小学校の「伝統文化週間」の取り組みに見られるような特色あ
る学校づくりについて財政的な支援をしたりしているのである。視察につ
いて言えば、視察を契機にして、黙想の導入や授業時間と休み時間の
区別を明確化、授業研究会の活性化が進み、子ども達が授業に集中す
るようになってきているなどの成果が生まれているという。このような学
習支援員の増加や視察の推進という施策が、まだ一部とは言え全国平
均を超える学カテストの結果に繋がっているように思われる。一方、中
学2年 3年段階での学カテストの思わしくない結果をどのように分析し、
対策を立てていくか、今後の学力向上の推進という視点から見ると、中
学教育だけで解決できるのかどうかという問題を見据えながら、幼小中
学校における子どもの発達と教育に関わる分析を含め、検討していくこ
とが必要なのではないだろうか。このようなことを今後検討していただき
たい。
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第四次南風原町総合計画

(大分類〉O地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

(中 分類〉O学びの場の充実

(小分類〉Oスポーツを通して町民の健康増進を図る

評価詳細

事 業 名
(担 当課 )

事業概要

評
価

区
分

妥
当
性

効

率
性

有
効
性

今
後

の
展
開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 3 B

・早業の目的は各教堅とも概ね効果をあげているものと思われる。
・水泳教室においては、学校毎の行事と施設の効率的な利用に係る日
程調整が必要である。

教育総務課
各種スポー
ツ教室

外
部
評
価

4 2 2 B

現在冥施されているスボーツ教堅手水泳教室は児童の泳力、体力の
向上に効果を上げ、スケート教室においては教科の体育では得られな
いスポーツ種目への興味関心を高める。また、ウォーキンク教室におい
ては、成人層の健康増進・参加者の親陸を図ることに一定の成果を上
げており、評価に値する。しかし、施策の展開から推して現行の児童生
徒中心のスポーツ教室の対象範囲を大きく広げ、時間帯や実施場所等
の改善を図り、運動による体力づくりや、コミュニケーションづくりと地域
との関わりに重要な役割を果たしている主婦や高齢者等、時間にゆとり
力`ある町民層のニーズに応え得るようなブログラムの工夫ん`必要では
ないかと思われる。
スポーツ振興の施策に基づきスポーツ振興審議会の活性化を図り、ス
ポーツ推進員の養成 ,強化により、町民スポーツ,運動希望調査を実施
して、そのニーズに基づいたスポーツ教室の企画が必要ではないか。
スポーツの力を媒体とした、かつての南風原町の活発な青年会活動
や、婦人団体活動のような健康的なコミュニティーの構築を目指す工夫
が必要である。
行政においては、スポーツ振興審議会の振興とスポーツ推進員の育成
を図るべく、リーダーシップの発揮を希望する。また、スポーツ行事、健
康教室 (ウォーキング)等は関連機関・分野と連携を取つて相乗効果を
高め、スポーツ教室の目的・関心・成果が求められる事業の展開を工夫
していただきたい。

内
部
評
価

4 3 B

町営体育館がないため、一般利用者やその他団体へ学校体育施設を
開放し、町民の健康・体力作りや行事等での使用ができるよう取り組ん
でいる。しかし、利用者のマナーについての問題等で学校から苦情もあ
り、周知徹底に課題がある。

教育総務課
学校体育施
設開放事業

外
部

評
価

4 3 B

スボーツ振興法の推進事業の一つとして、学校施設の開放事業が掲
げられている。その活用法は、学校の教育に支障のない限りと謳われて
いるが、中学校においては、部活や学校行事との兼ね合いによるしわ
寄せや、負担が生じることもあり、学習や学校行事に支障をきたしてい
る状況である。 現在、お互いが譲り合いながら施設の共有活用を行つ
ているものの、開放時の使用マナー等に教育の場にそぐわない、芳しく
ない事態も招来されており、実施段階で利用者と学校施設管理上の狭
間でトラブルや課題も多い。学校体育施設開放事業は、社会体育を進
める上で大切な事業の一環であり、工夫 =改善をしながら進めていく必
要がある。
本町のような大きな規模の自治体においては町民の健康増進、スポー
ツ文化の向上を図るため、常時活用できる公共の体育館 (スポーツ施
設)の確保が望ましい。スポーツ教室とも関連して昼間の活動時間に余
裕のある婦人層や高齢者のスポーツ運動の場の充実を図り、いつで
も、どこでも、だれでもスポーツ活動に参加できる健康な町への考察が
必要だと考える。また、多機能を備えた町営の体育館では、全国レベル
の競技大会や、演技実演会等の誘致が可能であり、素晴らしい競技
や、演技に直に触れ体験することは、将来を担う町内の児童生徒の競
技力や展望に繋がることであろう。授業実施時間帯に余暇を活用したい
町民層の需要を充たすには、社会体育の望ましいあり方として、いつで
も,誰でも使える町営の運動施設を備えることが望ましく、町民の期待も
大きい。
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第四次南風原町総合計画

(大分類〉O個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を育む、地域に根ざした学校教育

(中 分類〉○子どもたちの心身の健康づくり

(小分類〉O健康や環境の視点も取り入れ、学校や地域の特徴を生かした食育の推進を図ります。

半1山 評 測

事 業 名
(担当課 )

事業概要

評
価

区
分

妥

当
性

効
率
性

有
効
性

今
後

の
展
開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 A

食生活を取り巻く社会環境の変化に伴い、偏食、朝食欠食など子供
の食生活の乱れが見られ肥満傾向にあるので、学校給食を活用した食
に関する指導を実施しました。又、県内及び町内の野菜等を献立に取り
入れることにより、地産地消に取り組みました。

育総務課
学校給食実
施事業

外
部
評
価

4 4 4 A

児童 =生徒の心身の健康づくりにとつて、学校給食の実施と食育指導
は重要である。本町においては、「おいしく=楽しい・魅力ある学校給食」
を目指して、町内の4幼稚回と4小学校と2中学校において完全給食を
実施している。ノロウイルスなどによる食中毒問題に対しても、調理施設
の衛生管理などに注意を払つており、親や住民の「安全・安心でおいし
い給食の提供」に応える努力をしている。また、献立においては、地産
地消の立場に立ち、県内や町内の野菜などを取り入れており、地域性を
考慮している。学童のローレル指数から見ると、平成20年度以降今日ま
でいずれも正常値の範囲であり、身体面での健康づくりという目標は達
成されている。その反面、残量調査 (平成25年 11月 )によれば、チキン
ビーンズや郷土料理関係の給食が比較的残量の割合が高くなつてい
る。その原因としては、味の問題よりは、アメリカ型の食事の摂取の増
加と郷土食を普段あまり食していないことによるものではないかと見ら
れており、そうだとすれば家庭における食生活の改善が今後の課題の
一つとなるだろう。この課題に、学校の食育指導がどのように関わつて
行けるかという点については、すでに栄養教諭にも自覚されており、「す
ききらいなくたべよう」という授業づくりから始まる食育に関する系統的な
指導が試みられようとしている。そのなかで、給食づくりや、食物の栄養
と体の健康の関係、給食の働きや意義が認識され、心身の健康づくりに
繋がつていくことが期待される。今後の展望についても、給食費の滞納
が見られるなど課題はあるが、全体的にこの事業を推進していくことは
適切である。
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2事務事業について
(1)評価結果

教育委員会が行つた内部評価及ぴ南風原町教育事務点検評価委員会が行つた外部評価の結果は次のとおりである。
第四次南風原町総合計画

(大 分類〉O個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を育む、地域に根ざした学校教育
(中 分類)O子どもの自治意識や豊かな心を育む学習内容の充実
(小分類〉O子ども達が自ら学ぶことの楽しさを体得できる教育内容の展開をはじめ、様々な人との交流や文化に触れる

等の体験学習を通して、自己表現・コミュニケーションカの向上を図ります。

学校教育課

〈大分類)O個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を育む、地域に根ざした学校教育

(中分類)O子どものたちの心身の健康づくり

(小分類)O教育相談の機能を充実させるとともに、心のケア、不登校対策を地域、関係機関等と協力しなから取り組みます。

評価詳細

名
詢

業
当

事
鯉 事業概要

評

価

区
分

妥
当
性

効
率
性

有

効

性

今
後

の
展
閣

総
合
評
価

説明等

内
部

評

価

4 4 4 4 A
絡
け
図

′！ヽ学校く学
校管理費．

蜘
鶉

外
部
評
価

4 4 4 3 A

評価詳細

名
詢

業
当

事
鯉 事業概要

評

価

区
分

妥
当
性

効
率
性

有
効
性

今
後

の
展
開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 4 A

聯蜘孵期

学校教育課
教育相談事

業

外
部

評
価

4 4 4 4 A

の

、機関が連携を取り、かかわりを持ち、個々の児童生徒について、担任、学

にの

の綿密
福祉機

―ヾ等
また、学校、行政

ヘ ル ′保護者、
りや見守り、導き

担当教師
関わ

局当

のもと

へのサポーターの配置は園児の健康安全に大きな成果を出しており、
質の高い本町の教育相談事業の展開は天晴である。
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く大分類〉O個性を伸ばし、豊かな心と健やかな体を育む、地域に根ざした学校教育

(中 分類〉○子どもの自治意識や豊かな心を育む学習内容の充実

(小分類〉O子ども達が自ら学ぶことの楽しさを体得できる教育内容の展開をはじめ、様々な人との交流や文化に触れる

等の体験学習を通して、自己表現・コミュニケーションカの向上を図ります。

半仙 口手測

名
詢

業
当

事
鯉 事業概要

評
価

区
分

妥
当
性

効
率
性

有
効
性

今
後

の
展
開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 4 A

お

す

て
に
ム

預かり保育
事業

外
部
評
価

4 4 4 3 A

育時の食の科学的なメカニズムに関しての学習もカリキュラムの中に位
づけられている。活動時間が長くなつた分身体活動や遊びの時間も充実してき
友達との関係も密接になり、遊びのルールや種々の規範も身についてきた。

学校教育課
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2事務事業について
(1)評価結果

教育委員会が行つた内部評価及び南夙原町教育事務点検評価委員会が行つた外部評価の結果は次のとおりである。

第四次南風原町総合計画

(大分類)O人もまちもきらきら育つまち

(中 分類〉O地域に学ぴ、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

(小分類)O地域での体験や交流機会の充実

第四次南風原町総合計画

(大分類)O地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育
(中分類)O地域の各種団体の育成と主体的な地域活動の促進

(小分類)①①社会教育団体が、地域で自発的に活動することをめざし、組織の育成・強化を図ります。
②団体の活性化やリーダーの活動をサポートする指導者の確保に努めます。

評価詳細

名
詞

業
当

事
鯉 事業概要

評
価

区
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価

説明等
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評
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4 4 A

生涯学習文
化課

民館講座
業

公
事

外
部
評
価

4 3 4 A

評価詳細

事 業 名
(担当課 )

事業概要

評
価

区
分

妥
当
性

効
率
性

有
効
性

今
後

の
展

開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 3 B

社会教育団体は、地域を活性化するために必要な団体であり、そのリー
ダーを育成するための研修会は重要な事業です。各団体が自ら研修会を
企画・運営することで、充実した研修会になるように努めていますが、参加
者数が減少しているため、今後は、研修会内容の指導・助言を行う必要が
あると考えます。また、平成24年度は青年会リーダー研修会が実施でき
ず、参加者延べ人数が減となつています。

生涯学習文
化課

社会教育研
修会事業

外
部

評
価

4 B

心、るさと教育の推進、豊かな地域作りのためには社会教育団体を活性
化し、町民視点で地域作りを提え直すことのできるリーダーの育成が求め
られる。その一旦を担う団体として青年会、女性会等の実施する研修会等
を活発に行い、活動の核となるリーダーを育成することは喫緊の課題であ
る。
青年会、婦大会等の自治会単位の活動は活発に行われている一方、町
単位で行われる研修会等への参加が少ない現状がある。各団体が行う研
修会の企画や研修内容への助言を行うとともに、未組織者へも参加を呼
びかけるなど工夫が必要である。また、地方行政を担う役場職員が率先し
て地域作りのリーダーやコーディネーター役を引き受けている現状を活か
し、研修会への参加の活性化を図つて欲しい。



第四次南風原町総合計画
(大分類〉○地域に学び、地域を愛する人を育む、ふるさと教育

(中分類〉O地域の各種団体の育成と主体的な地域活動の促進

(小分類)O地域での体験や交流機会の充実

評価詳細

事 業 名
(担 当課 )

事業概要

評
価

区
分

妥

当
性

効
率
性

有
効
性

今
後

の
展
開

総
合
評
価

説明等

内
部
評
価

4 4 4 4 A

沖縄県内及び全国的にも、アジア=太平洋戦争時の戦争遺跡を行政が責
任を持つて管理して公開しているところはなく、先進的な取り組みである。特
に、文化センターの展示と併せて壕の見学ができるため、総合的に沖縄戦
の学習ができることへの評価は高く、県内外からの修学旅行を含めて、平和
学習で訪れる見学者が平成24年度は1万人に達した。

生涯学習文化
課

陸軍病院壕
公開活用事
業

外
部
評
価

4 4 4 4 A

十三ξ                  a;
の施設を利用し体験学習を行つている。一方、県外や国外から修学旅行等
での団体見学もあり、文化センター関連施設 (壕や展示その他)が活用され
ている。
ガイド養成も計画的に行われており、ガイドの質の担保が図られている。現
在80名 以上がガイドとして登録され、町の観光協会から派遣された職員が
コーディネーター役を果たしている。
壕見学にかかわる安全管理や、シーズンによる見学者の偏り、観光協会と
の連携等の課題にも、壕への変異計の設置、10人の少人数による壕の見
学と文化センターの展示見学を併せたシフトの実施等適切に対応がなされ
ている。
今後は海外からの見学者の増加、東アジアの国々との平和学習での交流
連携を視野に入れた展示内容や説明の工夫改善、担当者やガイドの研修
の充実等が求められる。また証言者の高齢化や死去をふまえ、証言資料の
デジタル化や発信方法等の改善が必要になつてくる。
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おわ りに

本年度 も、昨年までと同様、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検、

評価に関して事業の説明などを受け、三名で慎重に審議 した。その結果、本町

の教育事業は、全体 として質的に高い レベルで事業を展開 してお り、 日頃の努

力 と活動の成果が窺える内容であつた。そのことに敬意を表 したい。

評価の姑象 となった事業の中で特筆すべき事業は、預か り保育の事業である

。従来 「保育に欠ける」家庭の救済 とい う狽1面が強かった事業であるが、その

「保育に欠ける」 とい う条項を外 して希望すれば誰でも幼稚園に通 う子 どもを

園に預けることができるシステムに して核家族や共働 き家族の要望に応 えたこ

とは、住民 目線の行政 として高 く評価できるだろ う。 もちろん、この事業は、

家庭の保育の欠如を補 うために実施 されていることは言 うまでもないが、住民

がこの事業を利用する理由の中には、園の預か り保育が子 どもの育ちや活動の

場を保障 しているか らとい うものもあるとい う。そ うであれば、子育て・教育

における行政の積極的な取 り組みの一つ として、改めてこの事業の意味を考え

ていく必要があるように思われる。

小学校事業は、臨時に 4小学校に学校事務職員を配置 し、教育委員会 と学校

の連絡 。連携や庶務事務の処理にあたらせるとい う事業であり、学校経営の安

定化 と学校教育の充実のために実施 したものである。 これで注 目されるのは、

教員の仕事を軽減 し、教育活動に専念できるようにさせ るとい う意味合いがあ

るとい うことである。 この事業により、教師達が一定程度庶務事務から解放 さ

れて教育活動に従事できるようになってお り、授業の充実にエネルギーを注げ

る条件整備が前よりも進んだと思われる。そのことは、学力向上にも繁がって

い くだろう。そ うなれば、行政による学力向上に努力 している教員への側面支

援 とい うことになるだろう。 このようなことからも、この事業の継続をお願い

したい。 と同時に、この事業の成果をよりあげようとするならば、 1年のみの

雇用では不十分であ り、複数年の雇用を検討 していただければと思 う。

教育委員会の活動や施策は、例年 どお りきめ細かく行われている。そのこと

は、教育委員の方々の多様な活動か らも窺えた。ただ学力向上の施策について

一般的に懸念 されることは、学カテス トの平均点の順位 をあげることを主たる

目標にすると、きりのない学力競争に巻き込まれて しま うとい うことである。

順位は、相対的なものであるし、通知表の相姑評価が学力の向上を反映 してい

ないことか ら考えると、もつと別の指標、たとえば無回答率の減少 とか、正解

率の向上 とか、学力向上の実態を反映 したものに目を向けていく必要があるの

ではないか。また、学力向上の取 り組みで気をつけたいことは、受験 とか学力

向上 とかの強制力が無 くなれば、はげ落ちて しま うような学力の向上ではなく
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文部科学省が主張 している 「生きる力」に繋がる学力の向上であって欲 しいと

い うことである。 このことに関わって、郷土文化を継承する取 り組みを支援す

る施策は、学力向上の施策の向か うところを示 しているとい う意味で高い評価

をした。

学校給食実施事業については、 「安全・安心でおい しい給食」の実現や、食

育教育における子 どもの実態を踏まえた系統指導など、成果が見 られた。反面

一部の食べ物についての残量の多 さとい う面では、家庭における食生活 とも絡

んでお り、今後の課題 となっている。学校の食育指導だけで対応はできるのか

検討が必要だと思われる。 さらに言えば、食育の指導は、学力向上の問題 とも

深い関わ りがあることが指摘 されている。朝食を摂ることの大事 さが言われて

いるが、脳の活動を活性化 させる食物の摂取の問題が今後注 目されていくよう

に思われる。この点についての検討 も視野に入れていただければと思 う。

教育相談事業、陸軍病院壕公開活用事業など、きめ細やかな取 り組みが進め

られ、そこに行政の努力の跡が窺えた。取 り組み 自体については、申し分のな

いものと思われるが、陸軍病院壕公開活用事業については、外国や県外か らの

見学者 も増加 してお り、以前 よりも壕を見学する意義が高まってきているよう

に思われる。その意義が失われないように、保全や関連する調査 (聞 き取 り)

に努めていただきたい。

町民の心身の健康づ くりと関係 しているスポーン教室の運営や学校体育館の

開放事業については、スポーツ振興審議会の活性化や町民の利用状況、学校教

育への弊害の問題 も視野に入れ、運営の仕方や町営体育館の建設などの可能性

を含めて検討 していただければと思 う。

公民館講座事業については、住民の要求に対応 した講座の開講が継続 される

など―定程度成果 も見 られるが、定員に満たない講座 もあ り、今後出前講座の

開設や巡回バスの配置などを含めて、 どうするか検討する必要があるように思

われる。

社会教育研修会事業については、本町の地域づ くりの主体の形成 とい う意味

でも大事な事業である。 この事業が、参加者の確保 とい う点で苦労していると

い う点をどのように解決 してい くかが課題になつている。青年会や婦人会など

活発に動いているところに働 きかけ、この問題について情報を共有 し、解決策

を話 しあつて見るところか らはじめてみてはどうだろうか。この事業の意義が

共有 されれば、知恵を出しあつて解決策 もみいだせ るかもしれない。そのよう

なことを期待 したい。
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